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火災・救急・救助は 119 番へ！  http://www.amatobu-119.jp

平成１６年中の火災概況
（件数・損害額〔千円〕）

 放火・放火の疑い ５４件・ ６４,２７１
 タバコの不始末 １０件・ １７,６１８
 た き 火 ６件・ ０
 コンロ（てんぷら油） ５件・ ２,９２４
 仏壇のローソク ３件・ ３０,７２８
 電 気 配 線 ３件・ ２,８９３
 子どもの火遊び ３件・ １
 不明・その他 １８件・ ３２,１６２

 合 計 １０２件・ １５０,５９７
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3月 1日（火）～3月7日（月）
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For fire, medical emergency or rescue, dial 119

最
近
、『
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
』
が

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
も
よ
く
見
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
消
防
本
部
に
も
、
住
民
の
方
々
か
ら
、
火

災
へ
の
有
効
性
や
性
能
に
つ
い
て
数
多
く
の
ご

質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
ん
な
『
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易

消
火
具
』
の
使
用
方
法
や
注
意
事
項
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

★
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
と
は
？

家
庭
内
で
発
生
し
た
比
較
的
初
期
段
階
で
の

小
火
災
の
消
火
を
想
定
し
た
簡
易
消
火
具
で
あ

り
、く
ず
か
ご
、石
油
ス
ト
ー
ブ
、カ
ー
テ
ン
、天

ぷ
ら
油
等
の
火
災
に
有
効
と
な
る
よ
う
、
薬
剤

の
量
、
試
験
方
法
に
つ
い
て
消
防
庁
長
官
が
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
は
、
日
本
消
防

検
定
協
会
と
い
う
検
査
機
関
に
お
い
て
、
先
の

基
準
に
適
合
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
鑑
定
試
験

が
実
施
さ
れ
、

こ
の
試
験
に
合

格
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
鑑
定

合
格
ラ
ベ
ル
が

貼
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

★
ガ
ス
系
（
ハ
ロ
ン
等
）
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
式

簡
易
消
火
具
で
は
天
ぷ
ら
油
火
災
は
消

せ
ま
せ
ん
！

天
ぷ
ら
油
火
災
は
、

揚
げ
物
中
に
そ
の
場
を

離
れ
て
し
ま
っ
た
時
な

ど
、
ほ
ん
の
少
し
の
油

断
が
引
き
起
こ
す
火
災

で
す
。

こ
の
天
ぷ
ら
油
は
、

油
の
温
度
が
約
３
６
０

℃
に
な
る
と
発
火
し

ま
す
。
そ
の
後
急
激
に
油
の
温
度
が
上
昇
し
、

約
４
０
０
℃
に
な
る
と
ガ
ス
系
（
ハ
ロ
ン
等
）

の
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
で
は
、
ひ
と
た

び
消
火
し
た
よ
う
に
見
え
て
も
す
ぐ
再
燃
し
て

し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ガ
ス
系
で
は
燃
焼
物
を
冷
却
す
る

効
果
を
持
た
な
い
の
で
、
油
の
温
度
を
下
げ
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
す
。 

な
お
、
強
化
液
タ
イ
プ
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡

易
消
火
具
を
使
用
す
れ
ば
冷
却
効
果
を
持
つ
た

め
、
上
昇
し
た
油
温
を
下
げ
、
ほ
ぼ
確
実
に
再

燃
す
る
こ
と
な
く
消
火
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
最
中
に
そ
の
場
を
離

れ
る
と
き
は
、
弱
火
で
も
油
温
が
上
昇
し
て
火

災
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
火
を

消
し
ま
し
ょ
う
。

消
火
も
大
切
で
す
が
、
火
災
に
な
ら
な
い
よ

う
に
日
頃
か
ら
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

● 
ハ
ロ
ン
と
は
？

フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
（
通
称
フ
ロ
ン
）
の

う
ち
臭
素
を
含
む
も
の
が
通
称
ハ
ロ
ン
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ン
は
、
高
絶
縁
性
、

低
毒
性
、
高
浸
透
性
、
低
汚
損
性
等
の
利
点

を
有
す
る
優
れ
た
消
火
剤
で
す
が
、
フ
ロ
ン

と
同
様
に
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
性
格
が
あ

り
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
１
９
９
４
年
以
降
ハ
ロ
ン

の
生
産
等
を
全
廃
し
、
回
収
・
再
利
用
、
他

の
消
火
剤
に
代
替
で
き
な
い
不
可
欠
な
分
野

以
外
へ
の
新
規
設
置
抑
制
な
ど
の
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 
強
化
液
と
は
？

カ
リ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
の
ア
ル
カ

リ
金
属
塩
類
等
の
水
溶
液
で
あ
り
、
水
系
で

あ
る
た
め
浸
透
性
が
高
く
、
火
災
に
対
し
て

冷
却
・
窒
息
・
抑
制
の
作
用
が
あ
り
ま
す
。
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エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具

に
つ
い
て

一旦消火？ 再燃！

ガス系タイプ

完全に消火！

強化液タイプ

■日本消防検定協会
鑑定適合マーク
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３月１日から３月７日まで「春の火災予防運動」

新
春
恒
例
の
平
成
十
七
年
海
部
東
部
消
防
組

合
消
防
出
初
式
を
一
月
六
日
（
木
）
に
、七
宝
町

立
北
中
学
校
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

寒
気
厳
し
い
中
、
多
数
の
方
々
の
ご
来
臨
を

い
た
だ
き
、
分
列
行
進
、
観
閲
、
消
防
職
員
に

よ
る
は
し
ご
乗
り
演
技
及
び
七
宝
町
女
性
消
防

ク
ラ
ブ
、
大
治
町
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
並
び
に
消

防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
愛
知
県
防
災
航
空
隊
の
特
別
参
加
に

よ
り
、防
災
ヘ
リ
「
わ
か
し
ゃ
ち
」
か
ら
隊
員
が

降
下
し
、
愛
知
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
け
ま
し
た
。
最
後
に
一
斉
放
水
を
行
い
、
今

年
の
海
部
東
部
四
町
の
「
無
火
災
無
災
害
」
を

祈
願
し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
消
防
協
力
表
彰
及
び
感
謝
状
、

褒
状
等
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
協
力
表
彰

美
和
町
大
字
蜂
須
賀
地
区　

様

五
年
間
無
火
災
の
功
労
に
対
し
て
管
理
者
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
伝
達

前
消
防
長　
　

林　

功
治　

様

永
年
の
消
防
長
と
し
て
の
功
労
に
対
し
て
全

国
消
防
長
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

職
員
表
彰

成
績
優
良
表
彰
、
善
行
表
彰
に
よ
り
六
名
の

職
員
が
消
防
長
表
彰
を
受
け
た
ほ
か
、
十
四
名

の
職
員
が
全
国
消
防
長
会
長
、
愛
知
県
知
事
等

か
ら
永
年
勤
続
表
彰
、
善
行
章
の
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

褒
状
伝
達

福
井
県
豪
雨
災
害
に
伴
う
緊
急
援
助
隊
功
労

に
対
し
て
、
消
防
庁
長
官
か
ら
褒
状
を
受
け
ま

し
た
。

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年 消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防概概概概概概概概概概況況況況況況況況況況平成１６年　消防概況（平成１６年１月１日～１２月３１日）

増△減Ｈ１５Ｈ１６

４０６２１０２合　　計（件）
火
災
件
数

１５２５４０建物火災（件）

△２１４１２車両火災（件）

２７２３５０その他の火災（件）
（枯れ草等）

△１１０死　　者（人）死
傷
者 ２６８負 傷 者（人）

８３,７９８６６,７９９１５０,５９７損害額（千円）

１ 火　災
増△減Ｈ１５Ｈ１６

２７９４,０８１４,３６０救急出場（件）

０.８１１.１１１.９１日平均（件）

２５９３,９１６４,１７５搬送人員（人）

２ 救　急

増△減Ｈ１５Ｈ１６

１６７９９５救助出動（件）

３０３７６７救助人員（人）

３ 救　助

１　火災件数 ２　救急件数 ３　救助件数
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東海地震、東南海地震、南海地震、防災対策を　みんなで！
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
十
年
が
過
ぎ
、
昨

年
は
新
潟
中
越
地
震
に
よ
る
被
害
や
、
ス
マ
ト

ラ
沖
地
震
に
よ
る
津
波
の
発
生
に
よ
り
、
未
曾

有
の
大
災
害
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
東
海
地
方
に
も
、

地
震
発
生
の
日
が
刻
々
と
迫
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
震
に
は
、内
陸
型
（
直
下
型
）
と
海
溝
型
が

あ
り
、
内
陸
型
は
、
地
震
の
規
模
が
大
き
く
て

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
７
ク
ラ
ス
。
震
源
も
人

が
住
む
場
所
に
近
い
の
で
長
い
周
期
の
波
（
揺

れ
）
は
出
に
く
く
、
一
般
家
屋
は
揺
れ
が
よ
り

大
き
く
な
る
た
め
、
被
害
を
受
け
や
す
い
の
が

特
徴
で
す
。

海
溝
型
は
、
比
較
的
規
模
が
大
き
く
、
震
源

も
遠
い
た
め
、
周
期
の
長
い
波
が
多
く
発
生
し
、

三
〜
五
秒
の
周
期
に
共
振
し
や
す
い
高
層
ビ
ル

等
へ
の
影
響
や
、
津
波
の
発
生
が
特
徴
で
す
。

こ
の
地
域
で
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
東
海

･
東
南
海
・
南
海
の
地
震
は
、
地
表
を
覆
う
プ

レ
ー
ト
の
境
界
で
起
き
る
「
海
溝
型
地
震
」
で

す
。当

管
内
（
七
宝
町
・
美
和
町
・
甚
目
寺
町
・

大
治
町
）
は
、
東
海
地
震
で
想
定
さ
れ
る
震
度

６
弱
以
上
の
地
域
な
ど
の
地
震
防
災
対
策
「
強

化
地
域
」
に
、
東
南
海
・
南
海
地
震
で
は
、
防

災
対
策
「
推
進
地
域
」
に
指
定
さ
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
こ
の
地
域
は
、
地
盤
が
軟
弱
な
た
め
、

液
状
化
現
象
も
危
惧
さ
れ
て
お
り
特
に
対
策
が

必
要
な
地
域
で
す
。

東
海
地
震
関
連
情
報

■
注
意
情
報
と
は

観
測
さ
れ
た
現
象
が
東
海
地
震
の
前
兆
現
象

で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
場
合
に
発
表
さ
れ

ま
す
。

■
警
戒
宣
言
と
は

２
〜
３
日
（
又
は
数
時
間
）
以
内
に
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
程
度
の
大
地
震
が
発
生
し
、
震
度

６
弱
以
上
の
揺
れ
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
、
地
震
に
よ
る
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
目
的

で
内
閣
総
理
大
臣
が
発
表
す
る
も
の
で
す
。

■
注
意
情
報
・
警
戒
宣
言
を
知
る
に
は

注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
る
と
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
で
一
斉
に
放

送
が
始
ま
り
ま
す
。

広
報
車
で
も
伝
達

さ
れ
、
公
共
の
施

設
や
商
業
施
設
な

ど
で
も
館
内
放
送

に
よ
り
情
報
伝
達

さ
れ
ま
す
。

警
戒
宣
言
が
発
表
さ
れ
る
と
、
引
き
続
き
情

報
は
伝
達
さ
れ
、
さ
ら
に
、
サ
イ
レ
ン
で
も
情

報
が
伝
達
さ
れ
ま
す
。 

被
害
を
最
小
限
に
！
対
策
と
心
構
え

◎
家
具
の
固
定

部
屋
の
柱
や
桟
壁
に
、
Ｌ
型
金
具
と
木
ネ
ジ

で
固
定
し
ま
す
。

◎
冷
蔵
庫
や
テ
レ
ビ
の
固
定

針
金
取
り
付
け
金
具
（
ヒ
ー
ト
ン
）
を
利
用

し
て
壁
や
柱
に
ネ
ジ
で
つ
な
ぎ
、
５
ミ
リ
程
度

の
ナ
イ
ロ
ン
ロ
ー
プ
を
直
接
本
体
に
巻
く
方
法

で
壁
に
固
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

◎
町
内
会
行
事
・
防
災
訓
練
へ
の
参
加

防
災
訓
練
等
、
積
極
的
に
参
加
し
地
域
の

人
々
と
交
流
を
深
め
る
。

◎
家
族
で
防
災
会
議

お
互
い
の
連
絡
方
法
、
避
難
場
所
の
確
認
を

す
る
。

★
洋
服
タ
ン
ス
・
食
器
棚
な
ど
の
観
音
開
き
の

扉
に
地
震
動
で
簡
単
に
開
か
な
い
よ
う
に

フ
ッ
ク
な
ど
が
取
り
付
け
て
あ
り
ま
す
か
。

★
玄
関
の
出
入
り
口
に
障
害
と
な
る
も
の
が
置

い
て
あ
り
ま
せ
ん
か
。　

★
棚
や
タ
ン
ス
の
上
に
重
い
物
が
置
い
て
あ
り

ま
せ
ん
か
。

★
家
具
な
ど
の
下
敷
き
に
な
る
位
置
で
就
寝
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

★
耐
震
自
動
消
火
装
置
の
つ
い
て
い
る
ス
ト
ー

ブ
を
使
用
し
て
い
ま
す
か
。

★
消
火
器
や
消
火
バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火
用
具
は

備
え
て
あ
り
ま
す
か
。

★
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
は
で
き
て
い
ま
す

か
。

今
す
ぐ
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
！



（５）　平成１７年３月１日 広 報海部東部消防 第４４号

�
�
�
�
�
�
��

	


�
�

�

�
	
�
�
�
�

火災・救急・救助は 119 番へ！  http://www.amatobu-119.jp

警戒宣言発表時注意情報発表時

供給は継続され、飲料水の緊急貯水を呼びか
けるなどの措置がとられます。

供給は継続されます。水　　道

供給は継続され、電力を円滑に供給するため
の措置がとられます。

供給は継続されます。電　　気

供給は継続されます。供給は継続されます。ガ　　ス

重要通信の確保のため、一般回線の利用が制
限されることがあります。

一般回線は原則使用可能。災害用伝言ダイヤ
ル「１７１」は提供が開始されます。

電話（NTT）

市バスは安全な場所に、地下鉄は最寄りの駅
にそれぞれ停車し、運行が中止されます。

通行は継続され、警戒宣言時には運行中止に
なることが予告されます。

市バス・地下鉄

最寄りの安全な駅などに停車し、運行が中止
されます。

通行は継続され、警戒宣言時には運行中止に
なることが予告されます。

JR・私鉄・バス

強化地域からの流出は制限されませんが、地
域内への流入や走行は、極力制限されます。

通行できます。一 般 道

強化地域からの流出は制限されませんが、地
域内への流入は、制限されます。

通行できます。高速道路

買い物客などの退館を確認したうえで、休館
されます。

買い物客などに帰宅が促されます。デパート

できる限り営業が継続されます。営業は継続されます。小規模小売店

窓口業務は停止。一部の現金（郵便貯金）自
動預払機は預・貯金の払い戻しが継続されま
す。

顧客や従業員などの安全を確保しながら、業
務は継続されます。

金融機関など

保護者との間で取り決めた方法で帰宅。帰宅
できない場合、引渡しまで学校で保護されま
す。

あらかじめ定めた方法（保護者などによる
引き取りか教師引率による集団下校など）
で帰宅。帰宅できない場合は引渡しまで学校
で保護されます。

学　　校

救急患者を除き外来診療は中止します。
診療は継続されますが、救急患者を除き外来
受診の自粛をお願いします。

病　　院

注意情報・警戒宣言発表時のライフライン

非常持ち出し品チェックリスト《賞味期限や品質保持期限のチェックも必要》
食料関係
□水（１人１日３リットルが
　目安）
□乾パンやクラッカー、缶詰
□ナイフ、缶切り
□レトルト食品
□鍋や水筒
□卓上コンロ
□粉ミルク、ほ乳びん
　（赤ちゃんがいる場合）

安全対策
□救急医療品
□常備薬の予備
□ヘルメットや防災頭巾、帽子
□底の厚い靴
□軍手
□防塵マスク 

衣類関係
□衣類・下着
□寝袋
□雨具
□タオル

貴重品
□印鑑
□現金（小銭も）
□預金通帳や有価証券などの
　権利証券
□連絡カードや身分を証明する
　もの
 

日用品
□携帯ラジオ
□懐中電灯
□予備の電池
□マッチやライター
□ロープ
□包装用ラップ
□ティッシュペーパー・生理用品
□使い捨てカイロ
□筆記用具
□ビニール袋

その他
□（　　　　　　　　　　　　）
□（　　　　　　　　　　　　）
□（　　　　　　　　　　　　）
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海
部
東
部
消
防
署
で
は
地
震
や
多
種
多
様
の

災
害
に
備
え
て
消
防
隊
・
救
急
隊
・
救
助
隊
が

さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
に
日
々
、
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。地

震
が
発
生
し
、
同
時
多
発
的
に
火
災
が
起

こ
っ
た
場
合
で
も
、
消
防
隊
は
常
に
冷
静
な
活

動
が
出
来
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
を
想

定
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

海
部
東
部
消
防
署
で
は
警
防
技
術
競
練
会
を

実
施
し
て
消
防
隊
の
連
携
強
化
を
図
る
訓
練
の

ほ
か
、
毎
日
、
災
害
の
想
定
を
変
え
た
訓
練
を

続
け
て
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。 

地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
多
数
の
傷
病

者
が
発
生
し
、
救
急
車
が
必
要
に
な
り
、
救
急

隊
は
迅
速
・
的
確
に
応
急
処
置
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。　　

救
急
隊
員
は
日
々
訓
練
を
行
い
救
命
技
術
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
倒
壊
し
た
建

物
の
下
敷
き
に
な
っ
た
り
、
崩
れ
た
土
砂
等
に

埋
も
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
救
助
隊
は
、
油

圧
ジ
ャ
ッ
キ
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
の
救
助
用
資

機
材
を
使
っ
て
救
助
を
す
る
た
め
の
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

新
潟
県
中
越
地
震
で
は
東
京
消
防
庁
の
ハ
イ

パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
が
活
躍
し
ま
し
た
。

平
成
九
年
か
ら
平
成
十
五
年
ま
で
の
七
年
間

連
続
し
て
、
全
国
で
の
出
火
原
因
の
第
一
位
は

「
放
火
及
び
放
火
の
疑
い
」
で
、
全
火
災
件
数
の

二
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
災
件
数

の
増
減
に
関
わ
ら
ず
放
火
に
よ
る
火
災
件
数
は

増
加
傾
向
を
示
し
、
そ
の
傾
向
は
大
都
市
に
な

る
ほ
ど
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
管
内
（
七
宝
町
・
美
和
町
・
甚
目
寺
町
・

大
治
町
）
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
平
成

八
年
か
ら
平
成
十
六
年
ま
で
出
火
原
因
の
第
一

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
連
続
性
の
も
の
が
多
発
し
て
お

り
、
管
内
住
民
の
方
々
に
は
予
防
啓
発
資
料
を

作
成
し
回
覧
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
の
当
管
内
に
お
け
る
火
災
発
生
状
況
は
、

全
火
災
発
生
件
数
一
〇
二
件
で
、
そ
の
う
ち

「
放
火
及
び
放
火
の
疑
い
」
が
全
体
に
占
め
る

割
合
は
五
三
％
と
異
常
な
数
値
を
示
し
て
い
ま

す
。

☆　

可
燃
物
（
ゴ
ミ
・
資
源
等
）
の
撤
去

☆　

付
属
建
物
等
（
物
置
・
車
庫
）
の
死
角

を
な
く
す

☆　

不
審
者
へ
の
監
視
性
を
強
化
す
る

　
　

・
屋
外
に
お
け
る
セ
ン
サ
ー
付
き
ラ

イ
ト
、
ダ
ミ
ー
カ
メ
ラ
、
侵
入
防
止

ブ
ザ
ー
等
の
設
置

日
常
的
に
発
生
し
て
い
る
放
火
火
災
の
防
止

対
策
は
、
住
民
の
皆
様
の
意
識
喚
起
か
ら
は
じ

ま
り
ま
す
。
放
火
を
躊
躇
さ
せ
る
よ
う
な
環
境

を
、
地
域
ぐ
る
み
で
形
成
し
、
一
丸
と
な
っ
て

放
火
火
災
を
排
除
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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放
火
火
災
へ
の
対
策

火災・救急・救助は 119 番へ！  http://www.amatobu-119.jp
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害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

災
害
に
備
え
て

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
……………………………………………………………………………………………………………………

消
防
署
で
は
…
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火の用心　家族みんなの　合言葉（“Fire　Prevention-Every　Household’ s　Motto”）

◆
身
に
つ
け
よ
う
応
急
手
当
◆

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
約
６
分

か
か
り
ま
す
。そ
の
間
、心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ

た
人
を
放
置
す
れ
ば
救
命
率
は
極
め
て
低
く
な

り
ま
す
。

的
確
な
応
急
手
当
が
、
速
や
か
に
実
施
さ
れ

れ
ば
救
命
さ
れ
る
可
能
性
が
向
上
す
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
応
急
手
当
を
こ

の
機
会
に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

開
催
場
所

海
部
郡
七
宝
町
大
字
遠
島

　
　
　
　
　
　

字
十
坪
一
一
九
番
の
一

海
部
東
部
消
防
本
部

対
象
者

海
部
東
部
四
町
（
七
宝
町
・
美
和
町
・
甚
目

寺
町
・
大
治
町
）
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

で
満
十
五
歳
以
上
の
方

申
込
要
領

所
定
の
申
込
用
紙
（
消
防
本
部
・
消
防
署
・

各
分
署
に
て
配
布
）
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
各
開
催
の
受
付
期
間
内
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で

も
申
込
可
能
）

各
開
催
の
受
講
人
員
は
四
〇
人
程
度
と
し
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

そ
の
他

講
習
及
び
資
料
の
費
用
は
無
料
で
す
。

☆
甲
種
防
火
管
理
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
海
部
東
部
消
防
）

日
時　

平
成
十
七
年
六
月
六
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
日
（
火
）

　
　
　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

会
場　

七
宝
町
大
字
遠
島

　
　
　
　
　
　

字
十
坪
一
一
九
番
の
一

　
　
　

海
部
東
部
消
防
本
部

受
付　

平
成
十
七
年
四
月
十
八
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
五
月
二
十
日
（
金
）

☆
乙
種
防
火
管
理
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
海
部
東
部
消
防
）

日
時　

平
成
十
七
年
七
月
四
日
（
月
）

　
　
　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

会
場　

七
宝
町
大
字
遠
島

　
　
　
　
　
　

字
十
坪
一
一
九
番
の
一

　
　
　

海
部
東
部
消
防
本
部

受
付　

平
成
十
七
年
五
月
十
六
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
六
月
十
七
日
（
金
）

☆
甲
種
防
火
管
理
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
海
部
津
島
地
区
）

日
時　

平
成
十
七
年
十
月
四
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
五
日
（
水
）

　
　
　

午
前
九
時
十
分

　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
四
時
三
十
分

会
場　

弥
富
町
大
字
前
ヶ
平
字
河
北
四
三

　
　
　

弥
富
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

☆
乙
種
防
火
管
理
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
海
部
津
島
地
区
）

日
時　

平
成
十
七
年
十
月
十
二
日
（
水
）

　
　
　

午
前
八
時
五
十
分

　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
四
時
四
十
分

会
場　

飛
島
村
大
宝
五
丁
目
一
八
二

　
　
　

海
部
南
部
消
防
本
部

　

お
問
い
合
わ
せ
お
申
し
込
み
先

〒
４
９
７　

０
０
０
２

海
部
郡
七
宝
町
大
字
遠
島

　
　
　
　
　
　

字
十
坪
一
一
九
番
の
一

海
部
東
部
消
防
本
部

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
二
（
四
四
二
）
〇
一
一
九

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
二
（
四
四
二
）
三
一
八
〇

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
行
う
際
に
必
要

な
認
定
調
査
等
を
行
う
業
務
で
す
。

資
格
要
件

　

普
通
自
動
車
運
転
免
許

　

介
護
支
援
専
門
員

申
込
期
間

　

随
時　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

提
出
書
類

　

履
歴
書
（
書
類
指
定
）・
資
格
証
明
書
等

　

の
写
し

選
考
方
法

　

面
接
・
論
文
及
び
書
類
審
査

面
接
日

　

後
日
連
絡
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
先

海
部
東
部
消
防
組
合

　

介
護
保
険
認
定
審
査
会
事
務
局

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
二
（
四
四
九
）
〇
八
〇
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
二
（
四
四
九
）
〇
八
〇
二

時 間講 習 内 容講習の種別
３時間成人に対する心肺蘇生法及び止血法普通救命講習

８時間
成人・小児・乳児・新生児に対する心肺蘇生法
骨折等外傷の応急手当
傷病者管理、傷病者の動かし方

上級救命講習

受 付 期 間講 習 日 時講習の種別
３／２１（月）～４／３（日）４／１０（日）１３時～普通救命講習平成１７年４月

６／６（月）～６／１９（日）６／２６（日）１３時～普通救命講習平成１７年６月

９／２６（月）～１０／９（日）１０／１６（日）１３時～普通救命講習平成１７年１０月

１０／３１（月）～１１／１３（日）１１／２０（日）１３時～普通救命講習平成１７年１１月

１／１６（月）～１／２９（日）２／５（日）９時～上級救命講習平成１８年２月

■開催日時及び受付期間

■講習内容及び時間 普
通
救
命
講
習
・
上
級
救
命
講
習

の
ご
案
内

防
火
管
理
講
習
会
の
ご
案
内

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専
門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

介
護
支
援
専
門
員
を　
　
　
　

募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　
　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す
！
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日
本
の
各
地
で
地
震
・
台
風
・
大

雨
と
大
変
で
す
。
私
達
も
今
度
は

我
が
身
と
い
つ
も
（
火
）
に
は
注
意

し
て
い
ま
す
。消
防
の
皆
様
方
も
大

変
で
す
が
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

　
　

大
治
町　

新
保　

和
彦

　
 

　

セ
ル
フ
給
油
に
関
す
る
注
意
事

項
は
と
て
も
嬉
し
く
読
み
ま
し
た
。

給
油
所
で
は
後
車
に
つ
か
れ
て
ゆ
っ

く
り
説
明
を
読
め
ず
イ
ラ
イ
ラ
し

た
事
を
思
い
出
し
、数
回
読
み
直
し

次
回
は
余
裕
で
…

　

甚
目
寺
町　

鹿
島　

喜
恵

　
 

　

毎
日
ご
苦
労
様
で
す
。
失
火
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
新
聞
を
に
ぎ
わ

す
放
火
が
な
く
な
る
と
、
ど
ん
な

に
良
い
事
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

美
和
町　

雲
谷　

義
正

　
 

　

毎
日
お
仕
事
ご
苦
労
様
で
す
。

最
近
新
潟
の
地
震
や
三
重
県
の
水

害
な
ど
が
相
次
ぎ
、
次
は
愛
知
県

か
と
心
配
な
日
々
を
送
っ
て
お
り

ま
す
。
広
報
を
見
な
が
ら
日
々
勉

強
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら

寒
く
な
り
ま
す
の
で
火
の
元
に
は

十
分
に
気
を
つ
け
て
生
活
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

七
宝
町

　
　

才
田　

か
お
り

　
 

　

先
日
火
災
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
係
（
住
宅
防
火
診

断
員
）
の
方
が
来
ら
れ
ま

し
た
。い
ろ
い
ろ
の
ア
ド
バ
イ
ス（
タ

バ
コ
等
）
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
治
町　

夏
目　

冨
美
子

　
 

　

子
供
が
消
防
自
動
車
に
非
常
に

興
味
を
も
っ
て
お
り
消
防
祭
り
は

大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
は
し
ご
車

に
乗
り
た
か
っ
た
よ
う
で
す
が
…

　

甚
目
寺
町　

河
村　

高
利

　
 

　

福
井
県
豪
雨
災
害
に
救
助
隊
出

動
の
記
事
を
見
て
昭
和
五
十
一
年

の
集
中
豪
雨
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

当
時
消
防
団
の
団
員
を
し
て
お
り

ま
し
た
私
は
会
社
を
二
日
ほ
ど
休

み
大
江
川
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
そ

う
な
水
か
ら
木
田
を
守
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
　

美
和
町　

澤
田　

雅
壽

　
 

　

お
勤
め
ご
苦
労
様
で
す
。
災
害

の
な
い
穏
や
か
な
日
々
が
暮
ら
せ

る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　

七
宝
町　

伊
藤　

修
子
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